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研究成果の概要（和文）： 本研究は、ミュージアムという公共啓蒙空間が１８世紀に成立すると同時に消え去った蒐
集キャビネットであるクンストカマーが１８世紀末のドイツ・ロマン派の時代の思想家・文学者によって再受容された
ことの意義を解明したものである。
 ミュージアムという制度は、近代科学の成立と軌を一にしていた。それに対してクンストカマーはそれ以前の、ルネ
サンス・バロック時代にヨーロッパの各地に見られた蒐集キャビネットである。その分類方法はミュージアムのものと
は根本から異なり、世界・宇宙を表象するものであった。
 クンストカマーがドイツ・ロマン派の時代に再受容された背景は、彼らの近代に対する批判があったことを明らかに
した。

研究成果の概要（英文）： This research aimed at making clear why the Kunstkammer-concept - Kunstkammern 
had been cabinets of curiosity before the establishment of the museum and very popular in Europe - was 
taken up again in the period of German Romanticism.
 It elucidated that the Kunstkammer-cconcept had been accepted by poets, authors and thinkers in that 
period as a pregnant thought to criticize the 'Moderne'.
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１． 研究開始当初の背景 
研究代表者は一貫してドイツ近代文化の

文化史的研究を行ってきた。研究代表者のア

イヒェンドルフの文化史的研究として、アイ

ヒェンドルフの政治思想、アイヒェンドルフ

作品における「鉱山のモチーフ」、「水の精の

モチーフ」とアイヒェンドルフの宗教思想、

「天球の音楽のモチーフ」を扱い、アイヒェ

ンドルフ文学に特徴的な文学的モチーフが

「近代」に対する反応として一貫して捉える

ことができることを解明した。また、アイヒ

ェンドルフ文学の主要な文学的モチーフの

一つである庭園を、ドイツ近代文学に即して

（ロマン派から P.シェアバルトまで）「自然」

と「人工」という観点から精査し、ドイツ近

代文学においては「人工庭園」が圧倒的に好

まれたこと、それがシェアバルトの「ガラス

庭園」において極まること、さらにそれが－

ゲオルゲという例外はあるにせよ－反自然

を志向しているのではなく、失われた根源的

自然を指し示す「楽園」という神秘主義的表

象、即ちすべての存在の根源に神的唯一者を

想定しそれへの遡及を理想とする表象に結

晶することを明らかにした。 

研究代表者は、また、庭園モチーフの研究

においてノヴァーリスがイギリス風景式庭

園を「楽園」と表象している一断片に着目し、

ノヴァーリスにとっての庭園の意味とクン

ストカマーの意義に着目した。ノヴァーリス

は「一般草稿」断片 929 において「植物園」

「イギリス風景式庭園」「クンストカマー」

に触れ、それらが「楽園」を象徴するもので

あるという注目すべき発言を行っている。ノ

ヴァーリスは作品においては「人工庭園」を

「楽園」の象徴として描いているが、断片に

おいてはイギリス風景式庭園を「楽園」を指

し示すものとして挙げる。このことは一見矛

盾のように見えるがそうではない。イギリス

風景式庭園はその成立の始めから政治性と

ピクチャレスク美学に強く影響されていた

ために「自然」が宇宙を表象するという観念

がノヴァーリスの望むように明確に造園に

現れることはなかった。しかしながら、風景

式庭園には、それがいかに理解されたにもせ

よ、理想の自然の再現という観念が背景にあ

る。風景式庭園が自然・宇宙の全体を理想的

な状態で表象する場であるとするならば、

「植物園」は学問的分類の場であると同時に、

それが庭園の一部として設置されたが故に

宇宙表象の可能性を潜在的にもつことにな

ろう。さらにこの「断片」929 で名指されて

いる「クンストカマー」は上の解釈を補強す

る。クンストカマーはルネサンスから近代的

ミュージアムが成立するまで（およそ 1720

年頃まで）ヨーロッパで大流行した蒐集キャ

ビネットである。従来クンストカマーは（近

代科学的）分類の存在しない雑多なコレクシ

ョンと理解されていたが、1980 年代頃から学

問史における知の変容を解明する研究によ

ってそれが蒐集物の無限の組み合わせを観

る者に可能にすることによって宇宙を再現

し全体知を目指すコレクションであり、近代

とは異なった分類方法を取っていたことが

明らかになり、さらに、その背後にはマクロ

コスモスとミクロコスモスの照応関係とい

うピュタゴラスに由来する「前近代的」考え

方と、G. ブルーノ以後の、宇宙の無限とい

う「近代的」思想が混交していたことが判り

つつあった。 

このように見てくると先のノヴァーリス

の断片の「植物園」「庭園」「クンストカマー」

はすべて、失われた「楽園」、失われた宇宙

の全体性の再現を巡る思索であることが理

解された。研究代表者は、ノヴァーリスが、

「百科全書学」を、「断片」の無限結合可能

性によって宇宙の全体性を表現する文学的

方法と理解していた可能性を指摘し、ヘルメ

ス主義的伝統の影響が文学形式にまで及ん

でいることを示唆した。 

 
 



２．研究の目的 
 本研究は 1980 年代から欧米で始まったク

ンストカマー研究の成果を取り入れ、それに

基づき、ドイツロマン派の時代の文学に再び

復活するこの概念の意味するところを明ら

かにし（とりわけノヴァーリス）、さらに、

Fr.シュレーゲルに見られる文学方法として

の断片ないしは断片集、及び J.パウルの長編

小説に跡づけることができるであろう方法

としての断片化、逸脱（J.パウルの初期の小

説にはクンストカマーという語が何度か現

れる）に、近代に対する方法としての抵抗と

ユートピア志向を明らかにしようとしたも

のである。 

 
 
３．研究の方法 
 本研究は、「クンストカマー」という、啓

蒙期以前の制度が、ドイツロマン派の時代の

文学者のユートピア構想のモデルになった

ことを解明することを目的としたが、そのた

めには文献学的・文化史的研究が不可欠であ

り、関連文献の蒐集とノヴァーリス、Fr.シ

ュレーゲル、J. パウルの作品の精読・分析

を行った。 
 
４. 研究成果 

ドイツロマン派のノヴァーリスが活躍し

ていた、18 世紀の終わりに収集の新しい制度

が確立しつつあった。すなわち公共啓蒙空間

としてのミュージアムである。それは近代科

学の成立と軌を一にしていた。フライベルク

鉱山アカデミーで自然科学を学んだノヴァ

ーリスは当時の最先端の科学に通暁してい

た。そのノヴァーリスが「一般草稿 百科全

書学のための資料」として知られる断片集の

中でクンストカマーに言及している。当時す

でに「時代遅れ」とみなされ、顧みられなく

なっていたクンストカマーという収集形態

の何がノヴァーリスを引きつけたのか。クン

ストカマーの収集原理は、自然のものも人工

のものも、美術品も道具も区別せず、「珍し

いもの」Mirabilia を集めるということであ

った。「珍しいもの」においてこそ、自然・

人間の創造力がもっとも明瞭に現れるとす

る考え方により集められた収集物が、全体と

して、世界・宇宙を表象するというのがクン

ストカマーの根本思想である。そこにはミク

ロコスモス・マクロコスモスの照応という古

代以来続く世界観が看取できる。ノヴァーリ

スは近代科学の成立とともに世界が調和と

統一を失うという危機感を抱いていた。世界

の調和の回復というノヴァーリスのユート

ピア構想にとってクンストカマーの考え方

が一つのモデルとなったことを解明するこ

とができた。 

２． ノヴァーリスの友人であり、初期ロマン

派の理論家の一人である Fr.シュレーゲ

ルの「ロマン主義文学は発展的総合文学

である」で始まる、かの有名な断片にお

いて、「ポエジー」「文学」は、ノヴァー

リスの場合同様、学問と芸術の総合概念

であり、それらは「百科全書」と名づけ

られる。「アテネウム」を発刊していた

時期のシュレーゲルにとって「断片」と

いう形式は、彼の思想を表現する重要な

媒体であった。断片を集積し、それらの

間に思考の無限のネットワークを構築

し、そこにあるべき理想の世界を表象し

ようとした初期シュレーゲル作品にお

いてもクンストカマーの原理を見て取

ることができることを明らかにできた。 

３． ロマン派の時代の異端児である J.パウ

ルの文学は「廃墟の集積」とも称される。

ノヴァーリス、シュレーゲルと較べると、

絶対者を失い、無限に放り出され寄る辺

のない近代人の存在をより痛切に意識

していた J.パウルが、それでも「楽園」

としての「第二の世界」を構想・夢想す

るとき、近代とは異なった思考、方法が

要請される。「断片」という概念は J.

パウルにとっても決定的な意味をもつ。  



本助成期間においては彼の初期の長編

小説二編『見えないロッジ』（1793 年）

と『ヘスペルス』（1795 年）を対象とし、

「断片」概念とクンストカマー概念の関

係を分析した。J.パウル作品においてク

ンストカマー概念は、先ず、「植物標本」

等の、クンストカマーを構成する重要な

コレクションとして現れているが、それ

らが、ノヴァーリスの場合とは異なって、

否定的なニュアンスで描かれているこ

とが判明した。クンストカマーは J.パウ

ルにあっては、断片化してしまった世界

―すなわち、統一と調和を失った世界―

の比喩として使われている。しかしなが

ら『見えないロッジ』の付録として書か

れた「ご満悦なヴッツ先生」においての

みクンストカマーは、ヴッツ先生の幼年

時代の「がらくた」の集積でしかないが、

それらがヴッツ先生に幼年期というユ

ートピアを常に想起させるという意味

でクンストカマーの持つ「楽園」の象徴

として描かれていることを突き止めた。

さらに、この作品に「ある種の牧歌」と

いう副題が添えられていることから、当

時の牧歌の概念（たとえばシラー）から

して、この小品が近代に失われてしまっ

た「無垢の状態にある人間」、すなわち

自らとまた外界との調和と平和の状態

にある人間」を描いていることを解明で

きた。 
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